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地域の力　絆深めて　住みよい下阪本

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

 

「下阪本学区まちづくり協議会」組織・執行体制

「下阪本学区まちづくり協議会」スタート（4月 1日）！

　令和 3 年 1 月 28 日に「下阪本まちづくり協議会設立準備会」を立ち上げましたが、新型コ
ロナウイルス感染症に悩まされた１年でした。しかし、やっとの思いで「下阪本まちづくり協
議会」を設立し、船出することができました。左の「まちづくり協議会の組織・執行体制」に従っ
て活動していきます。
　いよいよ４部会はそれぞれの独自性を発揮し、「魅力あるまちづくり」「活気あるまちづくり」
を目指して始動します。その第１段、去る 5 月 21 日「みつはまファミリー体験」を下阪本小
学校小グランドにて盛大に実施。児童 55名・保護者 20名、スタッフ 42名、総勢 117 名が参加。
第１部は防災体験（水消化器体験、バケツリレー競争、煙体験）、第 2部は「かまどベンチ」を使っ
た炊き出し体験。子どもたちはいろんな体験に大はしゃぎ、班編制は縦割り活動で異年齢との
関わりができたのでは。また、親子のふれ合いだけでなく、地域の人とのふれ合いもできたの
では。これからも、「まちづくり協議会」を介して地域の皆さま方と繋がりあう場を提供すると

坂本城址の朝

５月の終わり頃に坂本城
址公園から見た初夏の朝
です。この時期は空気中
の水蒸気が多く、光が拡
散されているためか、昇
り始めた朝陽も輪郭がぼ
やけて見えました。
風もなく穏やかな朝、聞
こえるものは岸に寄せる
小さな波音だけの至福の
ひと時でした。

【堀井忠男】

＊　しもさかもと再発見　--- 湖都彩々 ---　⑫　＊

下阪本学区まちづくり協議会

○まちづくり協議会(構成員)の議決機関
○事業計画、予算･決算について協議し、決定する
〇専門部の報告に関する事項

総会 事務局

○まちづくり協議会の円滑な
　組織運営のため、会議の案
　内や会議録の作成、会計事
　務などを担当
○地域住民や各種団体、行政
　との窓口となるなど、地域
　のコーディネーターとして
　の役割や組織の活動を対外
　的に発信するなど、広報･
　公聴としての役割をもつ
〇事務局内に広報部会を設置

運営委員会

○組織運営にあたっての方針や重要事項の審議、決定な
　ど、まちづくり協議会の統括、運営機能
○事業計画・事業報告の作成、及び予算・決算の作成
○運鋭意委員会は第9条に定める役員と各部会長で構成
〇まちづくり計画の策定又は修正

防犯・防災部会〔安心して過ごせるまち]
自主防災会と連携
・自助・共助の強化。及び防災訓練の強化
・防災情報のレベルアップ
・災害リスクの意識を高める

地域振興部会〔活気のあるまち〕
各種団体と連携
・秋まつりを開催　・「下阪本クリーン作戦」に協力
・「かまどベンチ」を使ったイベント等を実施
・鯉のぼりフェステバルや工作教室を開催

教育・福祉部会
〔高齢者・障がい者・子ども支援が充実したまち〕
コミュニティスクールと連携
・下阪本の歴史を掘り起こし、「みつはまファミリーウオー
　ク」を実施　・「かまどベンチ」の活用
・「下阪本小学校夢プロジェクト」に協力
・福祉施設と連携しながら高齢者の居場所づくり

広報部会〔情報の発信、共有できるまち〕
各部会と連携
・湖都通信や広報紙の発行
・ＨＰを有効活用し、まち協の取り組みや各種団体の取り
  組みを紹介する　・個人会員・団体会員の募集を行う

専門部会

「みつはまファミリー体験」に参加して【児童の感想】
・カレーがとてもおいしかった。また、参加したい。
・すごくいいけいけんになりました。楽しかったです。
・はんごうでお米をたいたのははじめてでした。
・消火器の使い方やけむり体験ができてすごく楽しかっ
　た。友だちや地域の人といっしょに作ったカレーと
　てもおいしかったです。ありがとうございました。
・他学年の人と協力して、いろんな体験ができてとて
　も楽しかったです。
・けむり体験では、前の人がうっすらしか見えなかっ
　た。本当に火事が起こったらこわいなと思った。
・バケツリレーはチームワークが大切だと思いました。
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